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１ 件  名     岡山城の新たな活用について 

２ 概  要  再建５０周年を迎えた岡山城天守閣等の今後のあり方について、ハード・

ソフト両面から必要な見直しを行うため、昨年度「岡山城天守閣等のあり

方検討調査」を行いました。今年度は、その調査結果を踏まえて、実証実

験のための事業を行います。 

３ 内  容  別紙のとおり

４ 実施時期    別紙１及び２については、１０月からの実施を予定しています。 

（予定）  別紙３については、８月頃から随時実施していく予定です。

      詳細については、改めて情報提供します。



（別紙）

岡山城の新たな活用について

１． 築城主・宇喜多秀家を語り継ぐ歴史体験ゾーン（天守閣 2階フロア）
【テーマ】

「関ヶ原の合戦」を中心に、のちの岡山城主となる小早川、池田の動きも交えながら、

宇喜多秀家の関ヶ原前後に及ぶ生涯を紹介（10・11月に特別展示を予定）
【主なコンテンツ】

① 岡山城の３城主が登場する「岡山城版・関ヶ原合戦図屏風」をはじめとする武将イ

ラストの製作・展示

② 宇喜多秀家、小早川秀秋、池田輝政をイメージした復元甲冑の製作・展示

③ 宇喜多秀家の生涯を語る「語り部」の常駐

２． 後楽園と一体となったおもてなしゾーン（天守閣 1階フロア）
【テーマ】

岡山城にいながらにして後楽園でくつろぐ気分を味わえ、コンベンション等のレセプシ

ョン会場としても利用できる空間を創出

【主なコンテンツ】

① 自然写真家・難波由城雄氏が撮影した四季の後楽園の風景写真で装飾した休憩

スペース

② レセプションのステージ背景等として使える後楽園屏風の製作・展示

③ 観光客やコンベンション利用者への飲食の提供

３． 市民・県民による活用とアミューズメント性の導入

【テーマ】

岡山城・岡山後楽園を中心とした岡山の歴史・文化に市民・県民が親しみ、学習し、活

動する拠点として「不明門」を活用するとともに、天守閣内において、デジタル技術を

活用し、ＳＮＳによる情報発信につながるコンテンツを導入

【主なコンテンツ】

① 不明門の活用

・主に子どもを対象にした甲冑づくりや岡山城ペーパークラフトのワークショップ

開催（7月中旬から募集開始予定）
・岡山城歴史講座の開催

② 天守閣内において、スマホで限定画像を呼び出し自撮り撮影できる「ビーコンフォ

トアプリ」の導入


